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当院 CAP チームにおける新たな虐待分類の導入と虐待のリスク因子の関連性の解析 

 
１．臨床研究について 

九州大学病院医療連携センターでは、最適な支援を患者さんやそのご家族へ提供するため、支援の質

を研究し、研究結果を臨床の現場に提供できるように努めています。その一つとして、過去にこども安

全チーム（CAP）で支援した患者さんを対象に支援が必要となった背景のその要因に関する「臨床研究」

を行っています。 
今回の研究の実施にあたっては、九州大学医系地区部局観察研究倫理審査委員会の審査を経て、研究

機関の長より許可を受けています。この研究が許可されている期間は、2028 年 3 月 31 日までです。 
 
２．研究の目的や意義について  

近年、さまざまな問題や困難を抱える子どもや家庭が多くなってきていることが明らかになってきま

した。日本国内では、2000 年に「児童虐待の防止等に関する法律」という法律が作られ、子どもたちを

守るための仕組みが整えられてきましたが、それでもなお、支援を必要とする家庭は増えています。 
これまでの研究から、保護者の心や体の健康状態、家庭の問題、あるいは子ども自身の持つ個性など

が複雑に関係しあって、支援が必要になることがあると報告されています。しかし、これらの要因が具

体的にどのように結びつき、どのような支援が役に立つのかについては、まだはっきりとは分かってい

ません。 
大学病院には医師や看護師、ソーシャルワーカー等の専門家が協力して子どもの権利と安全を守るた

めの「こども安全チーム」を設置しています。このチームが、これまで支援してきたお子さんとご家族

にご協力いただき、専門家の支援が必要になった背景や、そのような困難な状況につながる可能性のあ

る要因がどのように関係しているのかを詳しく調べる研究を計画しました。 
この研究を進めることで、支援を必要としている状況をより早い段階で見つけ出し、子どもたちとご

家族に対してより良い支援を提供する方法や、注意すべき要因が明らかになることが期待されます。そ

の結果は、子どもたちの安全に関わる専門家が、子どもたちやご家族を支援する際に役立つ知識となり

ます。そして、特に手厚い支援が必要かもしれないお子さんを早期に発見し、子どもたちの安全と権利

を守ることを目指しています。 
 
３．研究の対象者について  

九州大学病院こども安全チームにおいて 2022 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日までに相談を受けた

患者さん 193 名を対象としています。 
研究の対象者となることを希望されない方又は研究対象者のご家族等の代理人の方は、事務局までご

連絡ください。 
 

４．研究の方法について  

 この研究を行う際は、カルテより以下の情報を取得します。取得した情報は、九州大学病院医療連携

センターで解析を行います。 
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〔取得する情報〕 
年齢、性別、疾患群、世帯構成、児童の就園・就学状況、第 1 子であるか、きょうだいの数、 
発達障害の有無、不登校歴の有無、要保護(要支援)児童対策地域協議会の対象の有無、 
行政の介入歴の有無、福祉サービスの利用の有無、訪問看護の利用の有無、 
予防接種の問題の有無、乳幼児健診の問題の有無、保健師への非協力的な情報の有無、 
支援が必要となった背景の分類、グレード(支援が必要となった問題の程度)、主な連携先、 
当院からの児童相談所へ通告の有無、過去の通告歴の有無 

 
〔利用又は提供を開始する予定日〕 

  研究許可日以降 
 
５．研究への参加を希望されない場合 
この研究への参加を希望されない場合は、遠慮なく下記の相談窓口にご連絡ください。 
研究への参加をお断りになったとしても、あなたが病院で受ける診察や治療のことで、不利になるこ

とは一切ありませんので、ご安心ください。 
その場合、あなたからご提供いただいた情報は消されて、それ以降はこの研究の目的で使われること

はありません。 
ただし、もし研究の成果がすでに論文（研究結果をまとめた報告書）などで発表された後だった場合

には、あなたの情報を完全に消すことが難しい場合があることをご了承ください。 
 

６．個人情報の取扱いについて  
この研究で皆さんの診療録（カルテ）の情報を使う場合には、お名前の代わりに研究用の特別な番号

を付けています。これにより、情報が誰のものであるかすぐには分からないようにします。 

皆さんの実際のお名前と研究用の番号を結びつけるデーターには、パスワードを設定し、九州大学病

院の医療連携センター内にある、インターネットには接続していない安全なパソコンに保存します。こ

のパソコンが置かれている部屋は、医療連携センターのスタッフだけが入れるように管理されており、

関係のない人が勝手に入ったり、情報を見たりすることはできません。 

また、この研究の成果を、専門家の集まる学会で発表したり、それをもとに特許（新しい発明を守る

権利）などを申請したりする場合でも、皆さんの誰かのことだと特定できるような情報を使うことは絶

対にありません。 

この研究で得られた情報は、九州大学病院 医療連携センターの責任者である中川 尚志 医師のもとで、

大切に管理します。 

ご本人やご家族などから「自分の情報がどうなっているか見たい」という希望があった場合には、そ

れをお見せすることができます。情報の開示を希望される方は、相談窓口までご連絡ください。 

 
７．試料や情報の保管等について  
〔情報について〕 

この研究で得られた皆さんの診療録の情報などは、基本的に、この研究のためだけに使います。 
研究が終わった後は、九州大学病院の医療連携センターで、責任者である中川 尚志 医師のもと、10

年間大切に保管します。その後、研究用の番号などを消去し、誰の情報か分からなくした上で、きちん
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と情報を消します。 
しかし、この研究で得られた皆さんの情報は、将来計画されたり実施されたりするかもしれない別の

研究にとっても、貴重なものとなる可能性があります。そこで、もし可能であれば、先ほどお伝えした

10 年という期間を超えて情報を保管し、将来新しく計画・実施される医学研究にも使わせていただきた

いと考えています。その際には、改めてその計画を倫理審査委員会で厳しく審査してもらい、許可が得

られた後に情報を使用します。 
 

８．この研究の費用について  

この研究に関する必要な費用は、部局等運営経費でまかなわれます。 

 

９．利益相反について  
九州大学では、よりよい医療を社会に提供するために積極的に臨床研究を推進しています。そのため

の資金は公的資金以外に、企業や財団からの寄付や契約でまかなわれることもあります。医学研究の発

展のために企業等との連携は必要不可欠なものとなっており、国や大学も健全な産学連携を推奨してい

ます。 
 一方で、産学連携を進めた場合、患者さんの利益と研究者や企業等の利益が相反（利益相反）してい

るのではないかという疑問が生じる事があります。そのような問題に対して九州大学では「九州大学利

益相反マネジメント要項」及び「医系地区部局における臨床研究に係る利益相反マネジメント要項」を

定めています。本研究はこれらの要項に基づいて実施されます。 
本研究に関する必要な経費は部局等運営経費でまかなわれており、研究遂行にあたって特別な利益相

反状態にはありません。 
利益相反についてもっと詳しくお知りになりたい方は、下記の窓口へお問い合わせください。 
利益相反マネジメント委員会 

（窓口：九州大学病院 ARO 次世代医療センター 電話：０９２－６４２－５０８２） 
 
１０．研究に関する情報の公開について 

この研究に参加してくださった方々のプライバシーの保護や、この研究の新しいアイデアを守ること

に支障がない範囲で、この研究がどのような計画で、どのような方法で行われているかについての資料

をご覧いただくことができます。資料をご覧になりたい場合は、相談窓口までご連絡ください。 

また、この研究で分かった成果は、学会での発表や、専門の雑誌に論文を投稿するなどの形で公表す

る予定です。 

 

１１．特許権等について 
この研究の結果として、特許権等が生じる可能性がありますが、その権利は九州大学及び共同研究機

関等に属し、あなたには属しません。また、その特許権等を元にして経済的利益が生じる可能性があり

ますが、これについてもあなたに権利はありません。 

 
１２．研究を中止する場合について 

研究責任者の判断により、研究を中止しなければならない何らかの事情が発生した場合には、この研

究を中止する場合があります。なお、研究中止後もこの研究に関するお問い合わせ等には誠意をもって

対応します。 
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１３．研究の実施体制について 
この研究は以下の体制で実施します。 
研究実施場所 九州大学病院 医療連携センター 

九州大学病院 救命救急センター 
九州大学大学院医学研究院 高度救命・災害医学分野 

研究責任者 九州大学大学院医学研究院 高度救命・災害医学分野 助教 賀来 典之 
研究分担者 九州大学病院 医療連携センター 社会福祉士 岡村 有加里 

九州大学病院 医療器材サプライセンター 助教 東 加奈子 
九州大学大学院医学研究院 高度救命・災害医学分野 助教 水口 壮一 
九州大学病院 救命救急センター 助教 松岡 若利 
九州大学病院 医療連携センター 看護師 出來谷 なおみ 
九州大学病院 医療連携センター 社会福祉士 土井 遼子 

１４．相談窓口について  
この研究に関してご質問や相談等ある場合は、下記担当者までご連絡ください。 

事務局 
（相談窓口） 

担当者：九州大学病院 医療連携センター 社会福祉士 岡村 有加里 
連絡先：〔TEL〕092-642-5167 
    〔FAX〕092-642-5224 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：okamura.yukari.925@m.kyushu-u.ac.jp 

  
【留意事項】 

本研究は九州大学医系地区部局観察研究倫理審査委員会において審査・承認後、以下の研究機関の長（試料・情報の管理

について責任を有する者）の許可のもと、実施するものです。 

九州大学病院長 中村 雅史 

 


